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は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
「
一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
」
を
一
三
回
連
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
の
総
括
的

な
ま
と
め
の
「
遺
児
集
団
参
拝
と
記
憶
の
再
生
・
継
承
」
と
し
、
連
載
を
終

わ
り
ま
す
。

都
道
府
県
の
遺
児
集
団
参
拝

一
九
五
〇
年
代
に
全
国
の
都
道
府
県
で
遺
児
集
団
参
拝
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
た
か
が
次
の
資
料
か
ら
分
か
り
ま
す
。
ま
ず
財
団
法
人
日
本
遺
族

会
編
集
発
行
の
『
日
本
遺
族
会
十
五
年
史
』（
一
九
六
二
年
九
月
発
行
、
「
十

五
年
史
」
と
略
記
）
、『
日
本
遺
族
会
の
四
十
年
』（
一
九
八
七
年
三
月
発
行
、

「
四
十
年
史
」
と
略
記
）
の
「
都
道
府
県
支
部
概
況
編
」
か
ら
調
べ
、
続
い

て
『
靖
国
文
集
』（
富
山
県
の
『
の
び
ゆ
く
遺
児
た
ち
』
以
外
は
、『
靖
国
の

父
を
訪
ね
て
』
の
同
じ
タ
イ
ト
ル
。
『
靖
国
文
集
』
と
略
記
）
と
も
重
ね
ま

し
た
。
さ
ら
に
遺
児
参
拝
の
映
像
記
録
、
各
県
遺
族
会
の
周
年
記
念
誌
等
で

そ
の
広
が
り
を
確
か
め
ま
し
た
。
当
時
の
記
録
が
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
を
考

え
る
と
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
遺
児
参
拝
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
で
遺
児
集
団
参
拝
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
北
海
道
〉

「
戦
没
者
遺
児
一
五
〇
人
の
靖
国
神
社
参
拝
事
業
の
実
施
」（
「
四
十
年
史
」
）

『
靖
国
文
集
』（
一
九
五
五
年
発
行
、
北
海
道
遺
族
連
合
会
）

〈
青
森
県
〉

「
県
委
託
事
業
の
一
環
と
し
て
（
昭
和
）
二
十
九
年
度
は
中
学
三
年
生
の
靖

国
神
社
参
拝
旅
費
十
八
万
円
が
計
上
さ
れ
、
一
人
一
千
円
宛
百
八
十
人
に
支

給
さ
れ
た
。
此
の
事
業
は
七
年
間
継
続
し
一
千
五
百
名
の
遺
児
が
参
拝
し

た
。
」（
「
十
五
年
史
」）

〈
岩
手
県
〉

「
特
に
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
事
業
を
年
次
計
画
で
実
施
す
る
」（
「
十
五
年

史
」
）

『
靖
国
文
集
』
（
一
九
五
八
年
三
月
発
行
、
岩
手
県
厚
生
部
世
話
課
、
岩
手

県
遺
族
連
合
会
）

〈
秋
田
県
〉

「
（
昭
和
）
三
二
年
よ
り
五
九
年
に
終
了
す
る
ま
で
、
県
か
ら
の
補
助
に
よ

り
靖
国
神
社
参
拝
を
行
っ
た
遺
児
、
父
母
、
妻
は
延
べ
三
七
〇
五
人
に
達
し

た
。
」（
「
四
十
年
史
」）

〈
宮
城
県
〉

「
（
昭
和
）
二
九
年
、
県
市
町
村
の
協
力
（
全
額
助
成
）
の
も
と
、
全
県
下

中
学
在
学
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
が
行
わ
れ
、
遺
児
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与

遺
児
集
団
参
拝
と
記
憶
の
再
生
・
継
承

一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
（

）
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え
た
。
こ
の
事
業
は
五
年
間
を
つ
い
や
し
、
三
四
年
に
完
了
し
た
。
」
（
「
四

十
年
史
」）

〈
福
島
県
〉

『
靖
国
文
集
』
（
一
九
五
七
年
四
月
、
一
九
六
〇
年
四
月
発
行
、
福
島
県
）

〈
千
葉
県
〉

「
遺
児
靖
国
参
拝
（
県
費
）
」
（
「
十
五
年
史
」
）

〈
茨
城
県
〉

『
靖
国
文
集
』
（
一
九
五
三
年
、
五
四
年
、
五
七
年
、
五
八
年
、
五
九
年
、

六
〇
年
三
月
発
行
、
茨
城
県
民
生
労
働
部
世
話
課
）

映
像
記
録
「
遺
児
靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
す
」（
「
茨
城
県
ニ
ュ
ー
ス
」
Ｎ
Ｏ
８
、

一
九
五
二
年
八
月
）

〈
神
奈
川
県
〉

「
本
会
は
県
助
成
に
よ
っ
て
昭
和
二
七
年
以
降
毎
年
中
学
三
年
の
遺
児
の
靖

国
神
社
参
拝
、
国
会
等
見
学
、
皇
居
拝
観
を
実
施
し
、
昭
和
三
五
年
ま
で
に

一
万
四
千
四
百
八
十
二
名
の
遺
児
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
」（
「
十
五
年
史
」）

〈
山
梨
県
〉

「
（
昭
和
）
三
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
、
県
下
の
小
学
六
年
生
の
遺
児
を
対
象

に
靖
国
神
社
参
拝
を
実
施
。
以
後
三
三
年
ま
で
毎
年
実
施
し
た
。
」
（
「
四
十

年
史
」）

〈
富
山
県
〉

「
（
昭
和
）
二
六
年
か
ら
三
一
年
ま
で
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
靖
国
団
参
、

の
べ
七
一
三
九
人
。
感
想
文
集
「
の
び
ゆ
く
遺
児
た
ち
」
発
刊
」（
「
四
十
年

史
」
）

「
県
費
補
助

六
一
五
万
六
千
円
、
市
町
村
補
助

同
額
」
（
『
富
山
県
遺
族

会
四
〇
周
年
記
念
誌

念
力
轍
岩
』（
一
九
八
六
年
三
月
）

『
靖
国
文
集
』

（
一
九
五
四
年
三
月
発
行
、
富
山
県
遺
族
会
）

映
像
記
録
「
靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
」（
「
富
山
県
ニ
ュ
ー
ス
」
第
四
号
、
一
九

五
三
年
）

〈
福
井
県
〉

「
遺
児
靖
国
参
拝
は
、
一
九
五
二
年
五
月
が
最
初
で
、
一
九
五
九
年
五
月
を

最
後
に
実
施
さ
れ
た
。
」
「
約
一
万
人
の
中
学
三
年
生
を
主
体
と
し
た
『
靖
国

の
父
』
と
の
対
面
旅
行
」（
『
恒
久
平
和
の
た
め
に

平
成
の
あ
ゆ
み
』
福
井

県
遺
族
連
合
会
、
二
〇
一
〇
年
五
月
刊
）

映
像
記
録
「
遺
児
靖
国
神
社
参
拝
」（
一
九
五
七
年
七
月
制
作
）

〈
愛
知
県
〉

映
像
記
録
「
靖
国
神
社
へ
」（
「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
第
二
一
号
、
一
九
五
二
年
）

〈
京
都
府
〉

「
靖
国
神
社
の
集
団
参
拝
、
特
に
小
学
六
年
在
学
の
遺
児
を
市
町
村
の
補
助

金
に
よ
り
（
昭
和
）
二
六
年
か
ら
三
二
年
ま
で
に
京
都
市
を
合
わ
せ
約
八
千

名
を
集
団
参
拝
さ
せ
た
。
」（
「
十
五
年
史
」）

映
像
記
録
「
靖
国
の
遺
児
東
京
へ
」（
「
京
都
ニ
ュ
ー
ス
」
Ｎ
Ｏ
３
、
一
九
五

六
年
夏
）

〈
大
阪
府
〉

『
靖
国
文
集
』
（
第
一
集
、
第
二
集
、
第
三
集
、
第
五
集
、
第
六
集
、
第
九

集
、
第
一
〇
集
、
第
一
二
集
）

〈
和
歌
山
県
〉

『
遺
児
た
ち
の
歩
ん
だ
道
』
（
二
〇
一
五
年
八
月
、
和
歌
山
県
遺
族
連
合
会

発
行
）
に
遺
児
参
拝
に
参
加
し
な
か
っ
た
事
情
を
書
い
た
手
記
（
橋
本
富
士

子
）
が
あ
る
。

〈
兵
庫
県
〉

「
去
る
（
昭
和
）
三
十
五
年
に
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
が
終
わ
っ
た
の
で
」

（
「
十
五
年
史
」）
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〈
鳥
取
県
〉

『
靖
国
文
集
』（
一
九
五
五
年
一
一
月
発
行
、
鳥
取
県
遺
族
連
合
会
）

〈
島
根
県
〉

「
昭
和
二
十
八
年
か
ら
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
も
県
費
を
以
て
実
施
せ
ら
れ
」

（
「
十
五
年
史
」
）

『
い
し
ず
え

戦
没
者
遺
族
の
体
験
記
録
』
（
日
本
遺
族
会
編
、
一
九
六
四

年
一
〇
月
刊
）
に
「
遺
児
靖
国
参
拝
を
成
就
し
て
」
（
北
川
美
智
子
）
と
い

う
島
根
県
で
の
遺
児
参
拝
を
実
現
し
た
取
り
組
み
が
書
か
れ
て
い
る
。

『
靖
国
文
集
』（
一
九
五
五
年
、
島
根
県
）

〈
岡
山
県
〉

「
父
恋
し
九
段
の
社
に
二
千
数
百
名
が
亡
き
父
と
対
面
」
（
岡
山
県
遺
族
連

盟
『
遺
族
三
十
年
の
軌
跡
』、
一
九
七
七
年
）
「
当
連
盟
年
中
行
事
中
の
最
大

の
行
事
で
あ
る
遺
児
靖
神
社
団
体
参
拝
は
今
春
も
例
年
の
如
く
県
下
小
学
校

六
年
本
春
卒
業
遺
児
を
対
象
と
し
て
県
費
助
成
一
八
〇
万
円
と
各
市
町
村
費

を
も
っ
て
、
県
婦
人
児
童
課
、
遺
族
連
盟
の
共
催
の
下
に
行
わ
れ
た
。
（
第

一
次
、
一
九
五
四
年
四
月
四
日
～
八
日
、
第
二
次
、
四
月
六
日
～
十
日
）
」

〈
広
島
県
〉

「
遺
児
団
参
の
行
事
は
県
市
町
村
の
助
成
に
よ
り
（
昭
和
）
二
十
八
年
八
月
、

七
百
名
を
送
り
出
し
て
か
ら
六
ヵ
年
連
続
」（
「
十
五
年
史
」
）

『
靖
国
文
集
』（
第
一
集
、
第
二
集
）
＊
第
四
章
参
照

〈
徳
島
県
〉

「
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
、
本
会
は
昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
県
費
補
助
の

委
託
等
に
よ
り
、
遺
児
を
主
と
し
て
、
一
般
遺
族
を
従
と
し
て
実
施
し
て
き

た
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
を
以
て
遺
児
中
学
生
の
参
拝
は
一
応
打
ち
切
り
と

し
」
（
「
十
五
年
史
」）

〈
高
知
県
〉

「
県
の
補
助
に
よ
っ
て
、
（
昭
和
）
三
〇
年
よ
り
五
か
年
間
、
小
学
校
六
年

生
を
対
象
に
毎
年
一
〇
〇
人
前
後
の
遺
児
を
靖
国
の
社
頭
で
瞼
の
父
と
対
面

さ
せ
た
。
そ
の
引
率
を
婦
人
部
幹
部
役
員
が
担
当
し
た
。
」
（
「
四
十
年
史
」）

〈
福
岡
県
〉

「
昭
和
二
十
八
年
よ
り
八
年
間
継
続
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
を
実
施
」（
「
十

五
年
史
」）

第
一
回

一
九
五
三
年
七
月
二
六
日
～
三
一
日

約
千
人
参
加

第
二
回

一
九
五
四
年
八
月
二
六
日
～
三
一
日

第
三
回

一
九
五
五
年
八
月
二
二
日
～
二
七
日

第
五
回

一
九
五
七
年
八
月
五
日

第
六
回

一
九
五
八
年
七
月
二
八
日

第
七
回

一
九
五
九
年
八
月
二
日

第
九
回

一
九
六
一
年
八
月
二
〇
日

（
一
部
不
明
）

（
福
岡
県
遺
族
連
合
会
『
福
岡
県
戦
没
遺
族
の
五
十
年
』
一
九
九
五
年
）

〈
長
崎
県
〉

『
靖
国
文
集
』（
第
一
集
～
第
六
集
）

〈
熊
本
県
〉

遺
児
参
拝
時
の
出
欠
席
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
文
部
省
へ
の
照
会
と
回
答
文

書
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
個
人
の
ブ
ロ
グ
に
小
学
生
時
の
遺
児
参
拝
の
思
い

出
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
「
子
供
時
代
の
靖
国
神
社
参
拝
」
〈
新
つ
れ
ず
れ

日
記
〉）

〈
宮
崎
県
〉

「
靖
国
神
社
参
拝
遺
児
決
ま
る

例
年
行
わ
れ
る
宮
崎
県
の
戦
没
者
遺
児
代

表
靖
国
神
社
団
体
参
拝
参
加
者
は
本
年
度
分
は
、
五
月
二
十
九
日
付
で
次
の

遺
児
に
決
定
し
た
旨
県
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
出
発
は
七
月
二
十
三
日
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の
予
定
で
す
。（
三
名
の
氏
名
列
記
）
」（
「
日
向
市
広
報
」
一
九
五
八
年
六
月

一
〇
日
）「
光
町
広
報
」（
一
九
五
九
年
十
〇
月
一
五
日
）
に
も
同
様
の
告
知

あ
り
。

市
町
村
の
遺
児
集
団
参
拝

一
九
五
〇
年
代
に
全
国
的
に
靖
国
神
社
遺
児
集
団
参
拝
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
遺
児
参
拝
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
以
前

取
り
上
げ
た
京
都
市
の
遺
児
参
拝
、
宇
治
市
・
舞
鶴
市
等
四
市
連
合
の
遺
児

参
拝
が
そ
の
例
で
す
。
最
近
で
は
市
町
村
広
報
が
ウ
ェ
ブ
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
て
検
索
可
能
で
す
の
で
、
い
く
つ
か
上
げ
ま
す
。

「
靖
国
の
父
に
対
面

姫
路
市
内
の
遺
児
全
部
」
（
「
広
報
ひ
め
じ
」
第
五
十

六
号
、
一
九
五
二
年
九
月
十
日
）

「
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
（
作
文
）
」
（
「
広
報
ひ
め
じ
」
五
十
八
号
、
一

九
五
二
年
十
月
十
日
）

「
今
年
も
靖
国
へ

姫
路
の
遺
児
参
拝
」（
「
広
報
ひ
め
じ
」
第
百
六
号
、
一

九
五
四
年
八
月
十
日
）

「
靖
国
の
父
と
対
面
し
て
（
作
文
）
」
（
「
広
報
ひ
め
じ
」
第
八
号
、
一
九
五

四
年
九
月
一
日
）

「
靖
国
神
社
参
拝

例
年
行
わ
れ
る
戦
没
者
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、
去

る
二
十
一
日
、
市
福
祉
事
務
所
池
田
次
長
引
率
の
下
、
今
日
亡
き
父
に
心
の

対
面
を
し
、
二
十
六
日
全
員
無
事
帰
省
し
た
。
」
（
「
伊
万
里
市
広
報
」
第
三

二
号
、
一
九
五
六
年
十
二
月
十
日
）

「
靖
国
神
社
参
拝
」（
「
伊
万
里
市
広
報
」
第
四
一
号
、
一
九
五
七
年
九
月
十

日
）

「
戦
没
者
遺
児
靖
国
神
社
参
拝

八
月
二
十
二
日
市
内
の
戦
没
者
遺
児
の
靖

国
神
社
や
参
拝
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、
中
学
三
年
生
と
、
小
学
校
五
、

六
年
生
総
員
七
十
一
名
だ
っ
た
。
」
（
「
広
報
ふ
じ
」
一
九
五
六
年
八
月
二
五

日
）私

の
住
む
大
阪
府
茨
木
市
の
広
報
に
は
大
阪
府
の
遺
児
参
拝
に
参
加
し
た

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
「"

靖
国
の
父
と
対
面"

本
市
遺
児
代
表
四

名
上
京

本
市
戦
没
者
遺
児
代
表
、
西
田
義
雄
、
行
沢
洋
君
及
び
元
持
和
子
、

橋
本
美
律
子
さ
ん
の
四
名
は
府
下
代
表
の
二
百
八
十
九
名
の
一
行
と
共
に
靖

国
神
社
参
拝
の
た
め
二
十
五
日
午
後
五
時
十
分
大
阪
駅
発
東
京
行
列
車
で
出

発
し
た
。（
略
）
」（
「
茨
木
市
広
報
」
二
五
号
、
一
九
五
二
年
一
一
月
）

靖
国
参
拝
時
の
国
鉄
運
賃
割
引
を
め
ぐ
て

保
存
期
間
満
了
に
な
っ
た
文
書
は
国
立
公
文
書
館
、
地
方
の
公
文
書
館
に

「
歴
史
的
文
書
」
と
し
て
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
保

存
状
態
は
大
変
悪
い
で
す
。
弁
護
士
で
前
公
文
書
管
理
委
員
会
委
員
の
三
宅

弘
氏
（
『
監
視
社
会
と
公
文
書
管
理
』
他
の
著
書
が
あ
る
。）
に
講
演
の
際
に

質
問
し
た
所
、
そ
の
保
存
率
は
二
％
と
の
こ
と
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
現
代
の
「
公
文
書
は
誰
の
も
の
か

問
わ
れ
る
一
四
〇
〇
万
件
の
管

理
」
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日
放
送
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）
で
は
、「
平
成
二
四
年
度
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
重
要
だ
と

し
て
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
公
文
書
は
一
万
件
。

廃
棄
さ
れ
た
文

書
は
二
三
一
万
件
に
上
り
ま
し
た
。
各
省
庁
が
廃
棄
と
し
た
文
書
が
、
保
存
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に
変
更
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。

私
が
調
べ
て
い
る
一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
遺
児
参
拝
に
関
す
る
公
文
書
を
色

々
手
を
尽
く
し
て
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
大
阪
府
と
広
島
県
の
遺

児
参
拝
に
関
す
る
公
文
書
の
二
件
の
み
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
県
（
府
）
の
公

文
書
館
所
蔵
で
し
た
。『
靖
国
文
集
』
以
外
に
何
も
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
〇
年
代
の
遺
児
参
拝
へ
の
国
の
関
与
を
調
べ
ま
し
た
が
、
廃
棄
さ
れ
た

の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
国
立
公
文
書
館
で
は
何
も
文
書
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
見
つ
か
っ
た
の
が
遺
児
参
拝
に
関
し
て
国
鉄
（
当
時
）

の
運
賃
を
半
額
に
す
る
と
い
う
措
置
を
め
ぐ
っ
て
の
国
会
で
の
論
議
の
文
書

で
し
た
。
こ
れ
は
国
立
国
会
図
書
館
が
衆
議
院
・
参
議
院
の
委
員
会
の
記
録

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
検
索
も
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
国
レ
ベ
ル
の
議
論
の
一
端
が
分
か
り
ま
す
。

国
会
で
は
ま
ず
一
九
五
二
年
七
月
三
日
の
衆
議
院
文
部
委
員
会
で
「
戦
没

遺
児
靖
国
参
拝
に
関
す
る
請
願
」
が
出
さ
れ
、
参
拝
時
の
国
鉄
運
賃
に
関
す

る
論
議
が
始
ま
り
ま
す
。
同
年
七
月
二
九
日
参
議
院
本
会
議
で
「
戦
沒
者
遺

族
の
靖
国
神
社
参
拜
鉄
道
運
賃
優
待
等
に
関
す
る
請
願
」
（
委
員
長
報
告
）

が
な
さ
れ
る
。
本
格
的
に
は
同
年
一
二
月
九
日
の
衆
議
院
運
輸
員
会
か
ら
議

論
が
な
さ
れ
、
運
輸
委
員
会
、
厚
生
委
員
会
等
で
論
議
が
続
き
ま
す
。
一
九

五
三
年
三
月
一
三
日
の
衆
議
院
運
輸
委
員
会
で
議
員
か
ら
動
議
が
出
さ
れ
、

「
戦
没
者
遺
族
の
国
鉄
運
賃
に
割
引
に
関
す
る
件
の
決
議
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。最
終
的
に
は
一
九
五
三
年
七
月
一
〇
日
の
衆
議
院
運
輸
委
員
会
で
「
遺

族
靖
国
神
社
参
拝
時
の
運
賃
割
引
（
五
割
引
）
の
決
定
」
が
出
ま
す
。
そ
の

政
府
報
告
次
の
通
り
で
す
。

「
今
回
の
運
賃
割
引
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
百
七
十
万
が
一
応
対
象
に
な

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
略
）
靖
国
神
社
参
拝
旅
行
に
一
回
限
り
適
用
い

た
す
こ
と
に
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
略
）
そ
れ
か
ら
次
に
旅
客

の
運
賃
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
鉄
の
鉄
道
、
航
路
、
自
動
車
は
も
と
よ
り
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
鉄
の
方
も
協
力
を
願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
（
略
）

連
絡
社
線
と
い
う
ふ
う
に
範
囲
を
拡
張
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
略
）
遺
族
の
数
は
、
戦
没
者
お
一
人
に
つ
い
て
二
人
と
い
う
こ
と
に
い
た

し
た
よ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
番
問
題
に
な
り
ま
す
こ
と
は
、
非
常

に
数
が
多
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
百
七
十
万
―
―
も
ち
ろ
ん
こ
の
百
七

十
万
に
は
ま
だ
わ
か
ら
ぬ
方
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
百
七
十
万
で
お
二
人
ず
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
と
、
三
百
四
十
万
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
略
）
そ

こ
で
こ
の
割
引
証
を
出
す
方
法
と
し
ま
し
て
、い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
結
果
、

靖
国
神
社
の
方
で
一
応
合
祀
の
通
知
と
い
う
も
の
を
逐
次
出
す
こ
と
に
相
な

つ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
合
祀
は
一
応
二
十
年
の
十
一
月
に
一
括
合

祀
と
い
う
形
を
と
つ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て

合
祀
の
通
知
を
は
つ
き
り
出
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
ま
し
て

は
、
間
も
な
く
約
六
万
と
い
う
も
の
に
合
祀
の
通
知
を
、
府
県
市
町
村
を
通

し
て
出
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
六
万
と
い
う
方
を
対
象
に
い
た
し

ま
し
て
割
引
証
を
出
す
、
こ
う
い
つ
た
形
に
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
が
今
後
、
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
だ
け
で
な
く
て
、
あ
る
い
は

さ
ら
に
靖
国
神
社
の
事
務
が
は
か
ど
り
ま
し
て
、
も
つ
と
ふ
え
る
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
ま
た
来
年
度
は
あ
る
い
は
十
万
と
か

二
十
万
と
か
い
う
ふ
う
に
ふ
え
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
略
）
さ
し
あ
た
つ
て
は
六
万
人
の
分
の
十
二
万
枚
を
さ
つ
そ
く
に
出
す
と

い
う
こ
と
に
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
割
引
証
は
（
略
）
国
有
鉄
道

で
印
刷
を
い
た
し
ま
し
て
、
調
整
を
い
た
し
、
先
に
申
し
ま
し
た
十
二
万
枚

と
い
う
も
の
を
、
一
括
厚
生
省
に
渡
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
生
省
が
都
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道
府
県
を
経
由
い
た
し
ま
し
て
、
市
町
村
に
交
付
い
た
し
ま
し
て
、
市
町
村

長
か
ら
遺
族
に
配
付
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
方
式
を
と
つ
て
お
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。（
略
）」

こ
の
よ
う
に
大
量
の
靖
国
参
拝
者
（
大
人
）
の
運
賃
を
五
割
引
に
し
、
子

供
の
運
賃
も
元
来
の
子
供
料
金
の
半
額
と
な
り
ま
し
た
。
遺
族
・
遺
児
靖
国

神
社
参
拝
の
運
賃
割
引
に
関
す
る
費
用
は
多
額
に
な
り
、
遺
族
・
遺
児
の
靖

国
参
拝
に
国
家
的
な
支
援
を
し
た
こ
と
が
大
変
よ
く
分
か
り
ま
す
。

参
拝
時
の
授
業
出
欠
席
に
対
す
る
取
扱
い

靖
国
神
社
遺
児
参
拝
に
関
す
る
国
の
関
わ
り
の
も
う
一
つ
の
資
料
は
、
参

拝
時
の
授
業
の
出
欠
席
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
文
部
省
（
当
時
）
の
指
導
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
熊
本
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る

文
部
省
の
回
答
が
あ
り
ま
す
。
（
「
教
育
委
員
会
月
報
」
文
部
省
初
等
中
等
教

育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
編
、
第
一
法
規
発
行
、
一
九
五
五
年
一
月
号
）

靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
遺
児
団
の
出
欠
席
の
取
扱
に
つ
い
て

照

会

熊
本
県
教
育
長
か
ら
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
あ
て
（
昭
二
九
、
一
〇
、

一
三
付
）

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
疑
義
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
教
示

く
だ
さ
る
よ
う
照
会
い
た
し
ま
す
。

記

一

欠
席
と
し
て
取
扱
う
べ
き
か
否
か
、
取
り
扱
う
場
合
そ
の
理
由
。

二

父
母
の
祭
日
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
か
否
か
、
取
り
扱
う
場
合
そ
の
理

由
。

回

答

文
部
省
初
等
中
等
教
育
長
か
ら
熊
本
県
教
育
長
あ
て
（
昭
二
九
、
一
一
、

二
六
付
）

昭
二
九
年
一
〇
月
二
三
日
付
教
学
第
五
三
一
三
号
に
よ
る
照
会
に
対
し
、

下
記
の
と
お
り
回
答
し
ま
す
。

記

事
例
の
場
合
、
出
席
簿
の
記
載
に
お
い
て
は
、
欠
席
と
し
て
取
り
扱
う
べ

き
も
の
と
解
す
る
が
、
実
質
的
に
は
忌
引
に
準
じ
て
、
特
別
の
取
扱
を
す
る

こ
と
は
差
支
え
な
い
。

（
担
当

財
務
課

松
浦
事
務
官
）

な
お
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
場
合
は
、
「
期
間
中
修
学
旅
行
に
準
じ
た
取

扱
い
を
す
る
よ
う
配
慮
」
「
欠
席
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
」
す
る
こ
と
を
指

示
し
て
い
ま
す
。
一
九
五
六
年
の
参
拝
時
に
は
前
記
の
熊
本
県
教
育
長
へ
の

文
部
省
の
通
知
が
「
別
紙
」
と
し
て
府
教
委
各
出
張
所
・
関
係
各
地
方
教
委

教
育
長
宛
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
教
委
の
遺
児
参
拝
の
出
欠
席
の

取
扱
い
は
同
趣
旨
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

靖
国
遺
児
参
拝

戦
前
・
戦
後
の
連
続

戦
前
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝

靖
国
神
社
遺
児
参
拝
は
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
恩
賜
財

団
軍
人
援
護
会
（
一
九
三
八
年
十
月
に
皇
室
の
下
賜
金
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

軍
人
援
護
の
組
織
。
戦
没
者
の
遺
族
，
傷
痍
軍
人
な
ら
び
に
出
動
軍
人
の
家

族
等
に
対
す
る
物
心
両
面
に
わ
た
る
援
護
を
行
い
ま
し
た
。
）
が
一
九
三
九
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年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
毎
年
一
回
、
全
国
の
都
道
府
県
・
外
地
在
住
戦
没

者
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。
一
九
四
三
年
三
月
の
第

五
回
参
拝
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
四
八
五
九
名
の
遺
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
九
四
四
年
か
ら
は
戦
局
の
悪
化
と
米
軍
の
空
襲
の
激
化
で
参
拝
事
業
は
中

止
さ
れ
ま
し
た
。
旅
費
は
軍
人
援
護
会
が
す
べ
て
負
担
し
、
各
都
道
府
県
の

軍
人
援
護
会
は
児
童
の
参
拝
の
感
想
文
集
『
社
頭
の
感
激
』
（
全
県
同
名
の

タ
イ
ト
ル
）
を
発
行
し
、
現
在
も
文
集
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
（
一
ノ
瀬

俊
也
著
『
銃
後
の
社
会
史
』
吉
川
弘
文
館
）

軍
人
援
護
会
京
都
支
部
が
一
九
四
三
年
に
実
施
し
た
遺
児
参
拝
に
つ
い

て
、
〈
「
お
国
の
た
め
に
」
見
え
ぬ
本
心

京
都
の
遺
児
、
集
団
参
拝
を
つ
づ

る
〉（
京
都
新
聞
、
二
〇
一
四
年
八
月
一
五
日
）
は
次
の
様
に
報
じ
ま
し
た
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
父
親
を
戦
争
で
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
が
靖
国
神

社
を
集
団
で
参
拝
す
る
行
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
ど
、
京
都
の
遺
児
た
ち
の

参
拝
感
想
文
集
が
見
つ
か
り
、
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
（
下
京
区
）
に
寄

贈
さ
れ
た
。（
中
略
）
見
つ
か
っ
た
文
集
「
社
頭
の
感
激
」
は
一
九
四
三
（
昭

和
一
八
）
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
第
五
回
靖
国
神
社
参
拝
時
の
も
の
。
遺
児

の
田
中
（
旧
姓
加
藤
）
正
子
さ
ん
（
八
二
）
＝
大
阪
府
豊
中
市
＝
が
保
管
し

て
い
た
。
同
博
物
館
の
企
画
展
「
小
学
校
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
」
の
チ
ラ

シ
に
自
分
が
写
っ
て
い
る
参
拝
記
念
写
真
を
見
つ
け
、
訪
れ
た
縁
で
寄
贈
を

申
し
出
た
。
（
以
下
略
）」

そ
の
加
藤
正
子
さ
ん
の
書
い
た
感
想
文
の
一
部
を
引
用
し
ま
す
。
（
京
都

市
学
校
歴
史
博
物
館
所
蔵
）

「
粟
田
校

加
藤
正
子

三
月
二
十
八
日
は
私
た
ち
遺
児
に
と
っ
て
は
嬉
し

い
待
ち
に
待
っ
た
靖
国
の
父
と
対
面
の
日
で
し
た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
身
心

を
清
め
て
お
父
様
の
ま
つ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
靖
国
神
社
の
大
鳥
居
を
く
ぐ
り

ま
し
た
。
神
主
様
か
ら
此
の
社
の
尊
さ
り
っ
ぱ
さ
な
ど
を
聞
き
又
「
苦
し
い

時
、
つ
ら
い
時
は
何
時
も
こ
の
御
社
を
思
い
出
し
な
さ
い
。
」
と
言
う
事
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
お
話
し
が
す
ん
で
社
殿
に
上
り
、
玉
串
奉
奠
を
し
て
「
お

父
様
、
私
正
子
で
す
。
お
父
様
お
久
し
ぶ
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
父
様
が

戦
死
さ
れ
ま
し
て
も
う
五
年
も
た
ち
ま
し
た
。
私
は
も
う
四
月
か
ら
六
年
生

に
な
り
ま
す
。
お
家
の
お
母
様
も
孝
も
元
気
で
す
。
昨
日
は
、
皇
后
陛
下
か

ら
あ
り
が
た
い
御
下
賜
品
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
私
が
こ
ん
な
に
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
も
み
ん
な
お
父
様
の
お
陰
で
す
。
お
父
様
正
子
は
き
っ
と
り
っ

ぱ
な
人
に
な
り
お
父
様
の
名
誉
、
家
の
名
誉
を
け
が
し
ま
せ
ん
。
お
父
様
ど

う
ぞ
正
子
を
お
守
り
下
さ
い
。
」
と
父
に
ち
か
い
、
頭
を
上
げ
て
御
鏡
を
見

る
と
旗
の
波
に
送
ら
れ
て
征
っ
た
父
の
顔
が
、
姿
が
御
鏡
に
う
つ
っ
て
い
ま

し
た
。（
以
下
略
）

戦
後
の
『
靖
国
文
集
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
、
文
体
で
す
。
私
が
中
学

校
三
年
生
の
時
に
『

靖
国
文
集
』
に
書
い
た
文
章
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。
ま
た
軍
人
援
護
会
京
都
支
部
発
行
の
『
社
頭
の
感
激
』
に

は
参
拝
時
の
東
條
英
機
の
「
陸
軍
大
臣
訓
話
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
（
前
略
）
此
の
戦
争
は
大
人
ば
か
り
が
戦
っ
て
簡
単
に
け
り
が
附
く
よ
う

な
生
易
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
国
民
で
あ
る
皆
さ
ん
方
が
、
米
英

の
少
国
民
に
遙
か
に
優
る
所
の
、
強
い
精
神
力
を
鍛
え
上
げ
健
全
な
身
体
を

作
り
立
派
な
智
徳
を
磨
い
て
、
そ
う
し
て
国
を
背
負
っ
て
戦
わ
れ
る
こ
と
に

依
り
始
め
て
勝
ち
抜
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
私
が
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
た
機
会
に
於
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
頭
に

深
く
刻
ん
で
戴
き
度
い
と
思
う
こ
と
は
、
第
一
に
は
皆
さ
ん
の
お
父
さ
ん
や

御
一
家
が
如
何
に
多
く
の
御
珠
遇
を
、
皇
室
よ
り
戴
い
て
居
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
、
第
二
に
は
靖
国
の
神
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
、
常
に

皆
さ
ん
の
立
派
な
御
成
長
を
御
社
の
中
か
ら
見
護
っ
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。（
後
略
）」
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戦
前
の
遺
族
援
護
機
構
の
継
承

戦
前
の
遺
族
援
護
機
構
の
戦
後
へ
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
靖
国
神
社
合
祀

事
務
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
ま
す
。

「
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
一
一
月
一
三
日
大
本
営
が
廃
止
さ
れ
、
続

い
て
一
二
月
一
日
陸
・
海
軍
省
も
廃
止
と
な
り
、
陸
軍
省
は
第
一
復
員
省
に
、

海
軍
省
は
第
二
復
員
省
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、
靖
国
神
社
合
祀
手

続
き
を
担
っ
て
き
た
国
家
機
関
が
消
滅
し
た
。
し
か
し
、
被
告
国
も
同
靖
国

神
社
も
「
帝
国
の
神
祇
」
の
合
祀
を
止
め
る
意
思
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
合
祀
を
継
続
す
る
た
め
被
告
国
は
、
旧
陸
軍
と
旧
海
軍
に
お
い
て
靖

国
神
社
合
祀
の
た
め
の
調
査
及
び
合
祀
事
務
に
従
事
し
て
い
た
人
材
を
そ
れ

ぞ
れ
第
一
（
旧
陸
軍
関
係
）
、
第
二
（
旧
海
軍
関
係
）
復
員
省
に
転
属
さ
せ
、

地
方
を
指
揮
し
て
合
祀
未
済
の
者
を
調
査
さ
せ
、
厳
し
い
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
目
を
気

に
し
な
が
ら
も
、「
靖
国
神
社
未
合
祀
者
申
告
票
」
を
提
出
さ
せ
た
。
」（
「
合

祀
取
消
訴
訟
原
告
第
三
準
備
書
面
、
二
〇
〇
一
五
年
二
月
）

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
中
央
の
戦
没
者
遺
族
の
援
護
組
織
は
戦
前
か
ら

形
を
変
え
て
継
続
さ
せ
ま
し
た
。
「
一
九
四
六
年
六
月
一
四
日
に
第
一
復
員

省
及
び
第
二
復
員
省
は
総
合
縮
少
さ
れ
、
復
員
庁
と
な
り
、
復
員
事
業
と
遺

族
援
護
業
務
を
担
当
す
る
。
」（
引
揚
援
護
庁
編
『
引
揚
援
護
の
記
録
』
二
〇

〇
〇
年
六
月
二
五
日
発
行
）

地
方
組
織
で
の
継
続

戦
後
の
遺
児
参
拝
を
都
道
府
県
で
担
当
し
た
の
は
民
生
部
世
話
課
で
し

た
。
世
話
課
は
戦
前
の
地
方
連
隊
司
令
部
を
前
身
と
し
、
そ
の
後
都
道
府
県

の
管
轄
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

「
昭
和
二
十
年
十
二
月
一
日
復
員
省
官
制
発
布
に
よ
り
復
員
業
務
処
理
の
た

め
京
都
地
方
世
話
部
が
編
成
さ
れ
、
旧
京
都
連
隊
区
司
令
部
の
業
務
を
継
承

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
次
い
で
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
地
方
自

治
法
の
施
行
に
よ
り
、
京
都
府
に
編
入
さ
れ
民
生
部
に
属
し
世
話
課
と
称
し

て
今
日
に
至
っ
た
が
最
近
（
昭
和
三
十
年
八
月
八
日
京
都
府
訓
令
十
五
号
に

よ
り
）
援
護
課
と
改
称
さ
れ
た
。
」（
京
都
府
民
生
部
援
護
課
「
京
都
府
民
生

部
援
護
課
業
務
概
要
」
昭
和
三
十
年
十
月
一
日
刊
）

こ
の
よ
う
に
戦
前
に
遺
族
援
護
業
務
を
担
当
し
た
連
隊
司
令
部
職
員
が
戦

後
民
生
部
世
話
課
に
移
行
し
、
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
を
担
当
し
た
と
考
え
る

と
戦
前
の
遺
児
参
拝
が
組
織
的
に
受
け
継
が
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

富
県
遺
族
同
盟
の
発
足
準
備
段
階
で
、
戦
争
未
亡
人
た
ち
が
県
世
話
課
に

設
立
の
相
談
を
し
た
所
、
旧
軍
人
の
昔
な
が
ら
の
威
張
り
方
や
、
復
員
将
校

に
遺
族
会
の
世
話
を
や
ら
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
と
の
構
想
を
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。
戦
争
未
亡
人
を
見
下
す
県
世
話
部
に
戦
争
未
亡
人
た
ち
は
腹
を
立
て
た
。

戦
争
未
亡
人
の
現
実
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
な
い
遺
族
同
盟
発
起
人
会
に
も

怒
り
を
爆
発
さ
せ
、
分
裂
寸
前
の
危
機
に
な
り
ま
し
た
。
（
今
井
勇
著
『
戦

後
日
本
と
反
戦
・
平
和
と
「
戦
没
者
」
』
お
茶
の
水
書
房
刊
、
富
山
県
遺
族

会
編
『
富
山
県
遺
族
会
四
〇
周
年
記
念
誌

念
力
轍
岩
』）

戦
前
の
軍
人
援
護
会
で
遺
児
参
拝
を
取
り
組
ん
だ
人
脈
が
戦
後
の
遺
児
参

拝
に
受
け
継
が
れ
た
か
ど
う
か
、
今
後
さ
ら
に
調
査
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

靖
国
集
団
参
拝
と
記
憶
の
再
生

一
九
五
〇
年
代
の
政
治
状
況
と
遺
児
参
拝

靖
国
神
社
遺
児
参
拝
が
行
わ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
と
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
九
五
一
年
九
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
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日
米
安
全
保
障
条
約
が
調
印
さ
れ
、
一
九
五
二
年
四
月
に
発
効
、
日
本
が
ア

メ
リ
カ
の
占
領
か
ら
独
立
し
ま
す
。
国
際
的
に
は
一
九
四
九
年
一
〇
月
に
中

華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
、
一
九
五
〇
年
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
、
一

九
五
三
年
七
月
ま
で
続
き
ま
し
た
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
軍
需
物
資
の

注
文
を
受
け
（
朝
鮮
特
需
）
、
経
済
復
興
を
遂
げ
ま
し
た
。
独
立
後
、
米
ソ

の
対
立
（
冷
戦
）
が
激
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
が
変
化
し
ま
す
。
そ

の
た
め
こ
れ
ま
で
の
民
主
化
政
策
が
変
更
さ
れ
、
国
内
的
に
は
「
逆
コ
ー
ス
」

と
言
わ
れ
た
反
動
化
が
進
み
、
国
際
的
は
ソ
連
・
中
国
等
の
社
会
主
義
圏
と

の
冷
戦
が
激
化
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
国
際
状
況
の
変
化
の
な
か
で
、
ア
メ

リ
カ
は
日
米
の
反
共
軍
事
同
盟
化
、
日
本
の
再
軍
備
化
を
求
め
ま
し
た
。
日

本
の
再
軍
備
化
は
、
一
九
五
〇
年
八
月
に
警
察
予
備
隊
令
令
公
布
、
一
九
五

二
年
一
〇
に
警
察
予
備
隊
を
保
安
隊
に
改
組
、
発
足
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
一

九
五
四
年
七
月
に
保
安
隊
を
改
組
し
、
陸
海
空
軍
の
自
衛
隊
が
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
日
本
の
再
軍
備
化
は
吉
田
茂
内
閣
の
時
代
で
し
た
。

一
九
五
二
年
に
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
は
、
「
講
和
発
効
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
」
（
大
阪
府
の
実
施
要
綱
）
始
ま
り
、
一
九
六
〇
年
頃
に
遺
児
全
員

の
参
拝
が
一
巡
す
る
ま
で
全
国
的
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
連
合
国
軍

総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
目
を
気
に
し
て
公
然
と
行
わ
れ
な
か
っ
た
遺
児
参

拝
が
公
然
化
し
、
全
国
都
道
府
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
参
加
実
数
は

不
明
で
す
が
、
遺
児
の
参
加
数
は
大
阪
府
の
例
で
言
え
ば
毎
年
千
名
規
模
の

大
量
で
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
戦
後
の
遺
児
参
拝
数
は
戦
前
の
遺
児
参
拝

数
（
戦
前
の
一
九
四
三
年
三
月
の
第
五
回
遺
児
参
拝
数
は
全
国
各
地
か
ら
四

八
五
九
名
の
遺
児
が
参
加
し
ま
し
た
。
）
に
劣
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
九
五
〇
年
代
は
日
本
の
再
軍
備
が
進
め
ら
れ
、
ひ
と
つ
間
違
え
ば
日

本
が
他
国
と
の
戦
争
へ
と
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
戦
争
の
危
機
の
時
代

で
し
た
。
そ
う
な
っ
て
い
れ
ば
、
戦
争
遺
児
た
ち
は
再
び
銃
を
持
た
さ

れ
、
戦
争
へ
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
靖
国
神
社
遺
児
参
拝

は
遺
児
た
ち
に
父
・
兄
た
ち
を
英
霊
と
し
て
称
え
、
そ
の
戦
死
の
意
味

を
教
え
、
遺
児
た
ち
の
心
に
そ
れ
を
刷
り
込
む
た
め
の
全
国
動
員
だ
っ

た
と
言
え
ま
す
。
幸
い
に
も
戦
争
の
危
機
は
避
け
ら
れ
、
そ
の
危
惧
は
回
避

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
戦
争
を
め
ぐ
る
安
倍
政
権
の
政
策
（
集

団
的
自
衛
権
の
容
認
、
安
保
法
制
の
成
立
）
は
、
一
九
五
〇
年
代
同
様
、

い
や
そ
れ
以
上
に
戦
争
の
危
機
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

記
憶
の
再
生
と
継
承

私
が
靖
国
問
題
と
靖
国
遺
児
参
拝
の
調
査
に
取
り
組
ん
で
来
て
以
来
、
著

書
等
を
参
照
し
て
き
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
田
中
伸
尚
は
講
演
で

靖
国
遺
児
参
拝
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
ま
す
。

「
靖
国
へ
の
遺
児
参
拝
運
動
の
凄
さ
は
、
遺
児
た
ち
を
靖
国
神
社
に
連
れ
て

い
っ
た
後
に
、
感
想
文
を
書
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
参
拝
の
際
に
「
国

の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
」
父
を
立
派
だ
っ
た
と
い
う
話
を
宮
司
か
ら
聞
か
さ

れ
、
英
霊
と
し
て
神
に
な
っ
て
い
る
父
と
「
対
面
」
さ
せ
、
そ
の
感
動
を
少

年
少
女
の
軟
ら
か
な
心
に
刷
り
込
む
。
そ
し
て
そ
の
記
憶
を
数
か
月
後
に
再

び
思
い
起
こ
さ
せ
文
字
と
し
て
書
か
せ
、
追
体
験
さ
せ
る
。
も
う
一
度
参
拝

の
感
動
を
そ
れ
ぞ
れ
に
刻
み
つ
け
さ
せ
る
。
明
ら
か
に
「
記
憶
の
継
承
」
運

動
で
す
。
遺
児
参
拝
で
は
、
銀
座
な
ど
東
京
見
物
を
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
み
た
い
で
す
が
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
な
く
作
文
を
書
か
せ
る
と
い
う
の

が
、
実
に
見
事
で
す
。
松
岡
さ
ん
も
感
想
文
を
書
い
て
い
て
、
靖
国
神
社
で

父
親
に
「
面
会
」
し
、
感
想
と
決
意
を
書
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
松
岡
さ
ん

は
少
年
だ
っ
た
こ
ろ
の
作
文
を
辛
い
思
い
で
読
み
直
し
、
「
靖
国
の
合
祀
」
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と
懸
命
に
向
き
あ
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
松
岡
さ
ん
の
「
記
憶
の
再
生
」
な

ん
で
す
ね
。
」
（
「
靖
国
を
め
ぐ
る
記
憶
の
「
再
生
」
に
向
け
て
」
安
倍
首
相

靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
の
会
・
関
西
「
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
」
第
一
九

／
最
終
号
）

私
が
『
靖
国
文
集
』
（
第
一
二
集
）
を
再
発
見
し
た
の
は
靖
国
合
祀
取
消

訴
訟
の
高
裁
結
審
前
の
二
〇
一
〇
年
六
月
で
し
た
。
文
集
再
発
見
以
前
に
文

集
を
忘
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
記
憶
の
奥
底
に
沈
潜
し
て
、
強
い

拘
束
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
参
拝
の
感
想
を
書
く
こ
と
で
「
靖

国
」
が
深
く
刻
印
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
私
が
靖
国
合
祀

取
消
訴
訟
に
参
加
し
た
の
は
、
母
が
二
〇
〇
七
年
三
月
に
九
〇
歳
で
亡
く
な

っ
た
後
の
同
年
八
月
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
母
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
訴
訟
参

加
に
踏
み
切
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
訴
訟
に
踏
み
切
る
直
前
、

靖
国
神
社
に
合
祀
取
消
要
望
書
を
投
函
し
た
日
、
私
の
子
ど
も
の
頃
か
ら
玄

関
の
上
に
貼
ら
れ
て
い
た
「
遺
族
の
家
」
と
印
刷
さ
れ
た
真
鍮
の
プ
レ
ー
ト

を
外
し
ま
し
た
。
そ
の
プ
レ
ー
ト
に
は
「
遺
族
の
家

財
団
法
人
大
阪
府
遺

族
会
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
成
人
し
て
か
ら
も
外
さ
な
い
ま
ま
で
し
た
。
こ

れ
で
「
解
放
さ
れ
た
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
訴
訟
に
踏
み
切
る
に
は
、
高
校

時
代
に
挫
折
し
た
父
の
戦
死
を
め
ぐ
る
母
と
の
議
論
の
再
開
を
不
可
欠
と

し
、
私
に
と
っ
て
の
父
の
戦
死
の
意
味
の
問
い
直
し
が
必
要
で
し
た
。

私
に
は
何
人
か
今
も
つ
き
あ
っ
て
い
る
戦
没
者
遺
児
の
友
だ
ち
が
い
ま

す
。
彼
ら
は
当
時
の
遺
児
参
拝
の
こ
と
を
今
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦
後
の
生
活
で
苦
労
し
た
母
親
の
こ
と
、
父

親
の
い
な
い
寂
し
か
っ
た
生
活
等
の
記
憶
を
ど
こ
か
に
抱
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
・
高
校
時
代
の
友
人
で
、
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
に
一
緒
に
参
加
し

た
Ｓ
は
母
と
戦
争
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
一
九

九
四
年
に
シ
ベ
リ
ア
抑
留
さ
れ
て
後
、
一
九
四
五
年
九
月
七
日
に
朝
鮮
の
平

壌
陸
軍
病
院
で
戦
病
死
し
ま
し
た
。
彼
が
小
学
校
に
入
学
し
た
一
九
五
一
年

に
形
通
り
の
葬
式
を
し
た
と
覚
え
て
い
ま
し
た
。
骨
も
遺
品
も
な
い
葬
儀
で

し
た
。
お
母
さ
ん
は
最
初
は
次
男
（
Ｓ
の
叔
父
）
と
結
婚
し
た
が
、
最
初
の

夫
は
病
死
し
、
三
男
で
あ
っ
た
彼
の
父
と
再
婚
し
、
そ
の
父
も
戦
病
死
と
い

う
境
遇
で
し
た
。
戦
後
、
お
母
さ
ん
は
農
業
で
家
族
を
支
え
、
舅
と
姑
に
仕

え
、
彼
を
育
て
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
Ｓ
は
定
年
退
職
ま
で
小
学
校
の
教
員
を

務
め
た
後
、
保
護
司
を
続
け
、
犯
罪
を
犯
し
、
助
け
を
求
め
る
人
た
ち
の
相

談
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
「
私
が
保
護
司
を
続
け
て
き
た
の
に
は
、
父

が
戦
死
し
、
母
が
苦
労
し
て
育
て
く
れ
た
生
育
史
と
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い

る
と
思
う
。
」
と
Ｓ
は
言
い
ま
し
た
。

Ｍ
は
小
学
校
の
同
級
生
で
、
私
と
同
様
父
が
戦
死
し
て
い
る
。
戦
死
の
状

況
が
分
か
る
「
兵
籍
簿
」
を
彼
と
私
は
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
府
か
ら
取
り
寄
せ
ま

し
た
。
彼
の
父
一
郎
さ
ん
は
朝
鮮
の
北
部
国
境
地
帯
で
一
九
四
五
年
八
月
一

五
日
に
戦
死
し
た
こ
と
以
外
は
そ
れ
ま
で
不
明
で
し
た
。兵
籍
簿
に
よ
る
と
、

一
郎
さ
ん
は
四
度
召
集
さ
れ
、
四
度
目
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
兵
籍
簿
の

履
歴
に
は
「
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
三
月
二
日
臨
時
召
集
ニ
依
リ
大
阪

師
管
区
歩
兵
第
三
補
充
隊
ニ
応
召
」
と
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
後
の
記

述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
驚
い
た
の
は
、
「
戦
死
公
報
か
ら
の
抜
粋
」
の
項
で
、

一
郎
さ
ん
は
「
生
死
不
明
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）

年
七
月
二
〇
日
に
戦
死
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
情
報
か
ら

戦
争
末
期
の
ソ
連
の
参
戦
に
よ
る
朝
鮮
国
境
地
帯
で
の
戦
闘
で
亡
く
な
っ
た

事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
Ｍ
は
遺
族
会
支
部
の
役
員
を
し
て
い
て
、
「
母
の
生

涯
は
苦
労
の
多
い
人
生
だ
っ
た
が
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
だ
。
」
と
言
い
、

現
在
の
軍
事
予
算
の
膨
張
を
嘆
き
、
弱
者
へ
予
算
を
回
す
べ
き
だ
と
批
判
し

ま
す
。

私
は
中
学
校
教
員
を
定
年
退
職
し
た
後
、
大
学
の
非
常
勤
講
師
（
教
職
課
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程
担
当
）
を
一
五
年
間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
最
後
の
年
に
次
の
よ
う
な
嬉
し

い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
で
「
父
は
中
国
で
戦
死
し
た
。
」
と
話
し

た
所
、
Ｙ
が
来
て
、
「
今
年
の
三
月
に
一
〇
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
私
の
曾
祖

父
は
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
の
体
験
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
「
詳
し
い
戦
歴
を
知
り
た
い
の
な
ら
、
兵
籍
簿
を
取
り
寄

せ
る
と
い
い
。
」
と
教
え
、
彼
は
兵
籍
簿
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
一
方
、
私

は
父
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
を
調
べ
て
い
る
友
人
Ｉ
と
連
絡
を
つ
け
ま
し

た
。Ｙ

と
私
、
Ｉ
の
三
人
で
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
の
曾
祖
父
は
昨
年

（
二
〇
一
八
年
）
三
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
は
曾
祖
父
が
大
好
き
で
、

自
然
と
曾
祖
父
の
戦
争
体
験
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
彼
は
「
私
が
曾
祖
父

の
戦
争
体
験
を
引
き
継
が
な
か
っ
た
ら
、
僕
の
所
で
そ
れ
が
途
絶
え
て
し
ま

う
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
Ｙ
の
曾
祖
父
は
陸
軍
の
航
空
整
備
関
係
の
部
署
を

担
当
し
、
一
九
四
三
年
八
月
広
島
県
宇
品
港
出
帆
か
ら
一
九
四
六
年
五
月
帰

還
ま
で
、（
シ
ベ
リ
ア
で
は
な
く
）
中
国
（
上
海
、
武
昌
、
海
南
島
）、
サ
イ

ゴ
ン
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
東
ジ
ャ

ワ
、
チ
モ
ー
ル
島
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
フ
ロ
ー
レ
ス
島
等
）
を
転
戦
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
遅
く
ま
で
彼
の
曾
祖
父
の
戦
争
体
験
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し

た
。朝

鮮
戦
争
を
経
て
、
日
本
が
独
立
し
た
頃
、
私
は
小
学
校
三
年
生
で
し
た
。

憲
法
に
反
す
る
自
衛
隊
の
創
設
、
再
軍
備
に
向
け
て
動
き
出
し
た
頃
、
そ
し

て
遺
児
参
拝
に
参
加
し
た
頃
の
私
は
思
春
期
で
し
た
。
私
が
生
ま
れ
て
か
ら

現
在
ま
で
の
間
は
ほ
ぼ
戦
後
史
と
重
な
り
、
父
の
戦
死
と
母
の
苦
労
を
反
芻

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
記
憶
を
意
識
的
に
再
生
す
る
こ
と
が
必
要
で
し

た
。
靖
国
合
祀
取
消
訴
訟
へ
の
参
加
か
ら
靖
国
文
集
の
再
発
見
を
経
て
、
自

分
の
息
子
、
娘
、
孫
に
同
じ
戦
争
よ
る
哀
し
み
を
経
験
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
思
い
で
こ
の
文
章
を
書
き
綴
っ
て
き
ま
し
た
。
記
憶
は
曖
昧
で
あ
り
、
忘

却
し
が
ち
で
す
。
当
時
の
記
録
文
書
は
探
し
て
も
容
易
に
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
意
識
的
に
自
ら
の
記
憶
を
甦
ら
せ
、
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
当
時
の
歴
史
的
事
実
を
掘
り
起
こ
す
以
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
記
憶
の
再
生
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
次
に
世
代
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
た
め
て
記
憶
の
再
生
と
継

承
の
必
要
を
痛
感
し
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
戦
後
の
靖
国
神
社
遺
児
集
団
参
拝
は
戦
前

の
靖
国
神
社
遺
児
集
団
参
拝
を
ひ
な
形
に
し
て
継
続
、
継
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
戦
後
の
靖
国
神
社
参
拝
文
集
は
手
元
に
か
な
り
の
量
を
収
集
し
て
お
り
、

ま
だ
全
て
を
読
み
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
連
載
を
終
わ
り
ま
す
が
、
戦

後
の
遺
児
参
拝
文
集
を
読
み
進
め
、
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
前

の
遺
児
参
拝
文
集
と
対
照
し
な
が
ら
、
今
後
機
会
を
あ
ら
た
め
て
戦
前
と
戦

後
の
継
承
関
係
を
調
べ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
長
い
間
連
載
実
務

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
編
集
部
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
一
九
・
六
・
三
）


